
明
日
を
開
く
連
続
講
座

実
行
委
員
会
（
実
行
委
員

長
・
樋
口
秀
敏
県
議
）
は
、

３
月
12
日
～
４
月
24
日
に

か
け
て
３
回
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

連
続
講
座
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
学
び
、

考
え
る
機
会
を
提
供
し
よ

う
と
、
樋
口
県
議
の
呼
び

か
け
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

樋
口
県
議
の
支
援
者
の
他
、

労
働
団
体
や
南
魚
沼
市
議
、

湯
沢
町
議
も
実
行
委
員
会

に
加
わ
り
、
手
づ
く
り
で

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
中
で
、
地
学
の

研
究
者
や
愛
好
家
で
構
成

さ
れ
た
団
体
や
、
原
発
廃

止
に
取
り
組
む
方
か
ら
も

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

広
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

種
苗
法
廃
止
、
日
本
の

経
済
政
策
、
原
子
力
発
電

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
30

代
か
ら
80
代
ま
で
の
幅
広

い
年
齢
層
か
ら
述
べ
２
８

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
と
の
質
疑
応
答
も
予

定
時
間
を
超
え
て
熱
心
に

行
わ
れ
る
な
ど
、
よ
い
学

び
の
機
会
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
回
に
期
待
す
る
声
も

多
く
、
実
行
委
員
会
で
は

秋
に
は
第
４
回
を
開
催
し

た
い

と
し

て

い

ま
す

。

【
２
、
３
面
に
詳
報
】

第
26
回
参
議
院
議
員
選

挙
が
６
月
22
日
公
示
、
７

月
10
日
投
票
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
自
民
党
は
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
口
実
に
、
ア
メ
リ
カ
と

の
核
兵
器
共
有
や
指
揮
統

制
機
能
も
対
象
と
し
た
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、

軍
事
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２

％
へ
の
引
き
上
げ
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

森
ゆ
う
こ
氏
の
４
選
を
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
実

現
し
、
憲
法
に
定
め
る
国

民
主
権
、
平
和
主
義
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

総
務
省
は
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
・

統
廃
合
を
進
め
て

き
た
。
魚
沼
地
域

で
は
７
年
前
、
基

幹
病
院
建
設
と
引

き
替
え
に
２
つ
の

県
立
病
院
が
廃
止

さ
れ
た
■
魚
沼
基
幹
病
院

は
２
年
連
続
で
黒
字
決
算

と
の
こ
と
。
新
型
ウ
イ
ル

ス
に
関
連
し
た
国
の
補
助

金
増
額
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
■
コ
ロ
ナ
禍
を
経

験
し
、
総
務
省
は
公
立
病

院
の
役
割
を
再
認
識
し
、

再
編
・
統
廃
合
一
辺
倒
か

ら
経
営
強
化
へ
と
方
針
転

換
し
た
。
県
立
病
院
等
に

よ
る
中
小
公
立
病
院
支
援

が
重
要
と
い
う
■
新
潟
県

は
県
立
病
院
の
統
廃
合
だ

け
で
な
く
、
過
去
に
も
保

健
所
の
統
廃
合
、
市
町
村

合
併
な
ど
、
国
の
施
策
を

忠
実
に
実
施
し
て
き
た
■

新
潟
県
知
事
に
花
角
氏
が

再
選
さ
れ
た
。
国
の
施
策

に
沿
っ
て
県
立
病
院
の
再

編
・
統
廃
合
か
ら
方
針
転

換
す
る
の
か
。
そ
の
舵
取

り
を
注
視
し
た
い
（
ひ
）

県政に勇気！ 南魚沼に元気！
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山田正彦元農林水産大臣を講師に、種苗法について

学んだ第１回講座。３０代の若者も参加し、熱心に

議論した＝３月12日、ほてる木の芽坂

と
も
に
学
び
、
考
え
る

森
ゆ
う
こ
氏
の
４
選
め
ざ
す

雪ありて

参

院

選

「
明
日
を
開
く
連
続
講
座
」
開
催

７月１２日（火）～
８月２日（火）※予定

７月１５日（金）
１５：１５～ ※予定
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標
準
的
な
原
子
力
発
電

所
の
出
力
は
１
０
０
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
、
柏
崎
刈
羽

原
発
の
７
基
は
す
べ
て
１

０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超

え
、
７
基
合
わ
せ
る
と
８

２
１
・
２
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

原
子
力
発
電
所
１
基
は
、

１
年
間
に
広
島
原
爆
で
燃

え
た
ウ
ラ
ン
８
０
０
グ
ラ

ム
の
１
０
０
０
発
分
に
当

た
る
１
ト
ン
の
ウ
ラ
ン
を

燃
や
し
、
１
ト
ン
の
死
の

灰
を
生
み
出
し
て
原
子
炉

に
溜
め
込
ん
で
い
る
。

１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
原
子
炉
の
熱
出
力
は
３

０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
電

気
に
な
る
の
は
１
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
す
ぎ
ず
、

２
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
は

海
を
暖
め
る
非
効
率
な
機

械
だ
。
93
％
が
核
分
裂
に

よ
る
も
の
で
、
７
％
21
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
炉
心
に
溜

ま
っ
て
い
る
死
の
灰
自
身

が
出
す
熱
、
崩
壊
熱
に
よ

る
も
の
で
、
止
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
一
般
的
な

電
気
ス
ト
ー
ブ
（
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
）
21
万
台
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

と
同
じ
だ
。

国
と
東
電
は
、
溶
け
落

ち
た
炉
心
（
燃
料
デ
ブ
リ
）

を
つ
か
み
出
し
、
30
～
40

年
で
事
故
を
収
束
さ
せ
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
方
法

は
、
格
納
容
器
に
水
を
入

れ
て
放
射
能
を
抑
え
、
上

部
か
ら
燃
料
デ
ブ
リ
を
取

り
出
す
計
画
だ
。

し
か
し
放
射
能
を
閉
じ

込
め
る
最
後
の
防
壁
だ
っ

た
原
子
炉
格
納
容
器
は
炉

心
が
抜
け
落
ち
、
水
を
た

め
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。

圧
力
容
器
と
格
納
容
器
の

間
は
最
大
で
５
３
０
シ
ー

ベ
ル
ト
／
ｈ
（
８
シ
ー
ベ

ル
ト
／
ｈ
で
人
は
死
ぬ)

で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

国
と
東
電
は
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
書
き
換
え
、
格
納
容

器
の
横
に
穴
を
開
け
て
取

り
出
す
と
言
い
出
し
た
が
、

水
を
満
た
せ
な
い
た
め
ぼ

う
だ
い
な
被
曝
作
業
と
な

り
、
１
０
０
年
後
も
事
故

は
収
束
で
き
な
い
。

放
射
性
物
質
の
中
で
人

間
に
一
番
危
害
を
加
え
る

の
が
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
で
放
出
さ
れ
た
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
は
広
島
原
爆

７
９
０
０
発
分
に
相
当
す

る
が
、
大
気
中
に
放
出
さ

れ
た
の
は
２
％
、
広
島
原

爆
１
６
８
発
分
に
す
ぎ
な

い
。
他
は
、
炉
心
と
汚
染

水
の
中
に
あ
る
。

福
島
県
の
東
半
分
を
中

心
に
、
栃
木
県
、
群
馬
県

の
北
半
分
、
宮
城
県
と
茨

城
県
、
千
葉
県
、
岩
手
県
、

新
潟
県
、
埼
玉
県
と
東
京

都
の
一
部
地
域
、
約
１
万

４
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

が
放
射
線
管
理
区
域
（
４

万
ベ
ク
レ
ル
／
㎡
超
）
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
汚

染
を
受
け
た
。

政
府
は
「
原
子
力
緊
急

事
態
宣
言
」
を
発
令
し
、

60
万
ベ
ク
レ
ル
／
㎡
以
上

の
汚
染
地
か
ら
住
民
を
強

制
避
難
さ
せ
た
が
、
福
島

県
中
通
り
な
ど
、
そ
れ
以

下
の
汚
染
地
に
は
人
々
を

棄
て
た
。
「
原
子
力
緊
急

事
態
宣
言
」
は
11
年
以
上

経
っ
た
今
も
解
除
で
き
な

い
ま
ま
だ
。
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
は
１
０
０
年
後
に
10

分
の
１
に
減
衰
す
る
が
、

福
島
県
北
東
部
は
１
０
０

年
後
も
解
除
で
き
な
い
。

被
曝
す
る
と
い
ず
れ
は

が
ん
で
死
ぬ
が
、
細
胞
分

裂
が
活
発
で
な
い
高
齢
者

ほ
ど
危
険
性
が
減
っ
て
い

き
、
55
歳
で
は
全
年
齢
平

均
の
80
分
の
１
程
ま
で
下

が
る
。
一
方
、
日
々
成
長

す
る
子
ど
も
の
危
険
度
は

高
い
。
中
で
も
10
歳
以
下

は
高
く
、
０
歳
で
は
平
均

の
４
倍
に
も
な
る
。

日
本
に
は
57
基
の
原
発

が
造
ら
れ
た
が
、
大
人
た

ち
に
は
何
が
し
か
の
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
に
責
任
は
な

い
が
、
責
任
を
一
手
に
負

わ
さ
れ
る
。

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
被

曝
の
基
準
と
が
ん
死
の
発

生
率
を
表
し
て
い
る
。
世

界
的
に
被
曝
の
制
限
値
は

低
下
し
て
き
て
、
１
９
８

０
年
代
に
は
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
／
年
と
さ
れ
た
。

日
本
も
法
律
で
一
般
人
は

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
福
島
第
一
原

発
事
故
後
、
日
本
政
府
は

20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

第
３
回
（
４
月
24
日
）

原
子
力
発
電
は
安
全
か
？
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明
日
を
ひ
ら
く
連
続
講
座

取
り
出
せ
な
い
燃
料
デ
ブ
リ

大
量
に
生
み
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質

元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教

小
出
裕
章
氏

百
年
後
も
続
く
緊
急
事
態
宣
言

子
ど
も
ほ
ど
敏
感
な
放
射
線
被
曝



に
引
き
上
げ
た
。
０
歳
の

子
ど
も
は
31
人
に
１
人
が

が
ん
死
す
る
ぼ
う
だ
い
な

危
険
が
あ
る
。

事
故
を
引
き
起
こ
し
た

日
本
に
い
た
大
人
と
し
て
、

自
分
が
被
曝
し
て
も
、
子

ど
も
た
ち
を
被
曝
か
ら
守

の
が
大
人
の
責
任
だ
と
、

肝
に
銘
じ
て
生
き
て
い
く
。

汚
染
水
に
含
ま
れ
る
ト

リ
チ
ウ
ム
は
水
素
の
同
位

体
で
、
酸
素
と
結
び
つ
い

て
水
に
な
っ
て
い
る
の
で

取
り
出
せ
な
い
。
タ
ン
ク

貯
蔵
の
他
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
囲
う
な
ど
現
実
的
に

で
き
る
案
が
あ
る
。

国
は
、
青
森
県
六
ヶ
所

村
の
再
処
理
工
場
で
使
用

済
み
核
燃
料
を
再
処
理
し
、

長
崎
原
爆
の
材
料
と
な
っ

た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り

出
す
こ
と
を
原
子
力
政
策

の
根
本
と
し
て
い
る
。
六
ヶ

所
村
で
年
間
８
０
０
ト
ン

の
使
用
済
み
核
燃
料
を
処

理
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
全

量
海
に
流
す
計
画
だ
。
福

島
で
汚
染
水
を
流
し
て
い

け
な
け
れ
ば
、
再
処
理
工

場
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
日
本
の
原
子
力
政

策
の
根
本
が
崩
れ
て
し
ま

う
の
で
、
譲
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
日
本
の
原
子
力

政
策
の
根
本
を
決
め
る
大

変
重
要
な
問
題
。
重
要
な

た
た
か
い
を
し
て
い
る
。

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
兆

ド
ル
で
世
界
３
位
。
１
位

の
ア
メ
リ
カ
は
20
兆
ド
ル
、

２
位
の
中
国
は
15
兆
ド
ル

で
、
大
き
く
水
を
あ
け
ら

れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
比

率
は
１
９
９
５
年
に
は
世

界
の
18
％
だ
っ
た
が
、
現

在
は
６
％
に
ま
で
落
ち
て

い
る
。
大
阪
で
は
大
阪
維

新
の
会
に
よ
る
新
自
由
主

義
政
策
で
、
安
け
れ
ば
よ

い
と
病
院
、
保
健
所
が
削

減
さ
れ
た
。
賃
金
は
30
年

間
増
え
な
い
な
ど
、
削
減
、

縮
小
の
悪
循
環
が
経
済
の

衰
退
を
招
い
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
「
ス

テ
ル
ス
感
染
症
」
で
、
検

査
・
隔
離
・
集
中
治
療
が

要
点
だ
。
経
済
対
策
は
実

態
に
即
し
た
所
得
補
償
が

大
事
で
、
一
律
補
助
は
意

味
が
な
い
。
一
律
ば
ら
ま

き
は
誤
り
で
、
票
目
当
て

が
強
ま
る
。
経
済
へ
の
打

撃
は
２
年
で
40
兆
円
で
、

業
種
ご
と
の
差
が
大
き
く
、

利
益
の
減
少
よ
り
売
上
げ

の
減
少
が
大
き
い
。

日
本
政
府
の
借
金
は
１

２
０
０
兆
円
で
世
界
ワ
ー

ス
ト
３
位
だ
。
借
金
は
し

て
も
足
り
な
く
な
っ
た
ら

日
銀
が
お
金
を
ど
ん
ど
ん

刷
れ
ば
よ
い
と
い
う
Ｍ
Ｍ

Ｆ
理
論
は
間
違
い
。

「
低
コ
ス
ト
で
生
き
残

る
」
路
線
が
、
日
本
を
衰

退
に
導
い
た
。
古
い
設
備

と
技
術
の
遅
れ
、
人
的
投

資
の
不
足
が
技
術
と
生
産

性
を
落
ち
込
ま
せ
た
。
縮

小
の
悪
循
環
だ
。
格
差
の

拡
大
と
貧
困
の
深
刻
化
が

進
み
、
人
口
減
少
と
過
疎

を
生
ん
で
い
る
。
間
違
っ

た
「
効
率
化
」
思
想
と
手

を
切
っ
て
、
戦
略
的
に
大

事
な
部
分
に
投
資
を
す
べ

き
だ
。

主
要

農
作

物

種

子
法

（
以
下
「
種
子
法
」
）
が

２
０
１
８
年
４
月
に
廃
止

さ
れ
た
の
に
続
き
、
21
年

４
月
に
種
苗
法
が
廃
止
さ

れ
、
今
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
改
定
種
苗

法
で
は
、
登
録
品
種
の
自

家
増
殖
が
許
諾
制
と
な
り
、

自
家
増
殖
を
行
う
年
度
ご

と
に
申
請
手
続
き
が
必
要

で
、
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
な

ど
は
許
諾
料
の
支
払
い
も

必
要
と
な
る
。

改
定
は
、
国
内
で
開
発

さ
れ
た
品
種
の
海
外
流
出

防
止
を
名
目
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
省
令
で
指

定
さ
れ
た
品
種
以
外
で
あ

れ
ば
原
則
自
由
と
さ
れ
て

い
た
自
家
増
殖
が
全
面
禁

止
さ
れ
る
。

種
子
法
廃
止
と
同
時
に

成
立
し
た
農
業
競
争
力
強

化
支
援
法
第
８
条
４
項
で

は
「
独
立
行
政
法
人
の
試

験
研
究
機
関
や
都
道
府
県

が
有
す
る
種
苗
の
生
産
に

関
す
る
知
見
の
民
間
事
業

者
へ
の
提
供
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
民
間
企
業
に
は
海
外

の
企
業
も
含
ま
れ
、
公
共

財
産
で
あ
る
種
苗
が
海
外

企
業
の
も
の
と
さ
れ
て
し

ま
う
危
険
が
あ
る
。

種
子
法
廃
止
後
、
新
潟

県
を
は
じ
め
と
す
る
28
の

道
県
（
４
月
１
日
現
在
は

31
道
県
）
で
種
子
条
例
が

制
定
さ
れ
、
優
良
な
種
子

の
安
定
供
給
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

11
年
に
成
立
し
た
地
方

分
権
一
括
法
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
と
国
は
法
律
上

同
格
と
さ
れ
た
。
種
子
の

提
供
に
は
議
会
の
４
分
の

３
以
上
の
同
意
が
必
要
な

ど
の
条
件
を
付
け
た
種
苗

条
例
を
制
定
し
、
県
が
開

発
し
た
育
種
知
見
を
民
間

事
業
者
に
提
供
し
な
い
こ

と
は
可
能
だ
。
新
潟
県
で

も
条
例
制
定
を
め
ざ
し
て

ほ
し
い
。
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汚
染
水
放
出
は
原
発
政
策
の
根
本

第
２
回
（
４
月
10
日
）

第
１
回
（
３
月
12
日
）

日
本
経
済
の
重
要
問
題
と
政
策

種
苗
法
改
定
と
米
政
策

元
埼
玉
大
学
副
学
長

伊
藤

修
氏

元
農
林
水
産
大
臣

山
田
正
彦
氏
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玄関
先から

ひぐち県議は、玄関先や街角でみ

なさんの困りごとや、ご要望などを

聞かせていただいています。即答で

きないこともありますが、市議会議

員や行政の力をお借りしながら、課

題の解決に向けて奮闘しています。

ときには難しい課題に直面し、悩む

こともあるようです。ひぐち県議の

日常活動の一コマを、エピソードも

交えながらお伝えします。

「
駐
在
所
の
電
話
が
昨

年
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。
駐

在
所
が
い
ず
れ
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
心
配

す
る
方
か
ら
電
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
駐

在
所
の
電
話
が
廃
止
さ
れ

て
い
た
こ
と
す
ら
承
知
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、

県
警
察
本
部
に
問
い

合
わ
せ
ま
し
た
。
回

答
は
次
の
よ
う
な
内

容
で
し
た
。

「
駐
在
所
（
複
数

の
警
察
官
が
勤
務
す

る
交
番
を
除
く
）
の

固
定
電
話
を
令
和
３

年
３
月
18
日
か
ら
廃

止
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
駐
在
所
で
受

け
た
内
容
を
警
察
署

に
報
告
し
、
指
示
を

受
け
て
行
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
直
接
警
察
署

に
連
絡
し
て
も
ら
う
こ
と

で
駐
在
所
の
事
務
が
減
り
、

初
動
が
早
く
な
り
ま
す
。

い
た
ず
ら
電
話
へ
の
対
応

も
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

駐
在
所
員
は
ス
マ
ー
ト
ホ

ン
型
の
端
末
ｐ
Ⅲ
（
ポ
リ

ス
ト
リ
プ
ル
ア
イ
・
高
度

警
察
情
報
通
信
基
盤

シ
ス
テ
ム
）
を
携
帯

し
て
い
る
の
で
、
外

出
先
で
警
察
署
か
ら

の
連
絡
を
受
け
、
住

民
の
所
へ
直
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

位
置
情
報
も
分
か
る

の
で
、
所
在
地
を
う

ま
く
伝
え
ら
れ
な
く

て
も
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
」
。

当
時
の
新
聞
報
道

に
は
「
年
間
１
千
万

円
の
経
費
も
節
減
で

き
る
」
と
あ
り
ま
す
。
電

話
を
く
れ
た
方
は
、
駐
在

所
は
土
日
、
夜
間
が
休
み

で
あ
る
こ
と
も
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
経
費
節
減
の

た
め
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

駐在所がなくなる？

孫
の
靴
が
小
さ
く
な
っ

た
の
で
、
息
子
と
と
も
に

孫
を
連
れ
て
新
し
い
靴
を

買
い
に
行
き
ま
し
た
。
店

主
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
う

ち
を
含
め
た
ア
パ
レ
ル
系

は
厳
し
い
ん

だ
よ
ね
。
飲

食
業
な
ど
は

従
前
の
売
上
げ
以
上
に
補

助
を
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
に
、
他
の
業

種
へ
の
補
助
は
少
な
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

呉
服
店
や
貸
衣
装
店
の

方
か
ら
厳
し
い
実
態
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

の
で
合
点
が
い
く
と
と
も

に
、
支
援
の
不
十
分
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ご
相
談
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
最
大
で
個
人
は
50

万
円
、
小
さ
な
法
人
で
も

１
０
０
万
円
の
給
付
金
支

給
を
受
け
ら
れ
る
事
業
復

活
支
援
金
を
紹
介
し
ま
し

た
。
「
助
か
っ
た
よ
」
と
、

御
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
役
に
立
て
た
の

な
ら
と
、
私
も
喜
ん
で
い

ま
す
。

一
方
、
季
節
営
業
で
白

色
申
告
の
場
合
、
減
少
率

が
低
く
な
り
給

付
額
が
少
な
く

な
る
場
合
も
あ

る
な
ど
、
制
度
の
不
備
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
後
も
見
据
え
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

感
染
禍
ア
パ
レ
ル
も
厳
し
く

「
新
潟
県
の
観
光
地
の

顔
と
な
る
越
後
湯
沢
駅
の

ト
イ
レ
が
洗
浄
便
座
で
な

い
の
は
と
て
も
残
念
」
。

県
職
員
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
輩
か
ら
手
紙
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
日
本
の

公
共
ト
イ
レ
は
綺
麗
な
こ

と
で
有
名
で
す
。
近
年
特

に
高
速
道
路
の
ト
イ
レ
な

ど
は
綺
麗
に
掃
除
さ
れ
て

い
て
感
心
し
ま
す
」
と
も

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
駅
構
内
の
ト
イ
レ
を

経
費
削
減
の
一
環
で
削
減

し
、
利
用
者
か
ら
「
不
便

に
な
っ
た
」
と
の
声
が
あ

る
と
新
潟
日
報
が
報
じ
て

い
ま
し
た
。

新
潟
県
観
光
立
県
推
進

行
動
計
画
に
観
光
立
県
の

意
義
は
「
人
々
の
安
ら
ぎ

や
生
き
が
い
を
生
み
出
し
、

ゆ
と
り
や
潤
い
の
あ
る
生

活
の
実
現
に
寄
与
す
る
も

の
」
と
あ
り
ま
す
。
新
潟

を
訪
れ
る
人
に
気
持
ち
よ

く
旅
を
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
県
民
の
暮
ら
し

の
中
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を

感
じ
ら
れ
る

駅
が
あ
る
新

潟
県
で
あ
っ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

県
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、
鉄
道
会
社
の
事
情

も
確
認
し
な
が
ら
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

駅
の
ト
イ
レ
も
洗
浄
便
座
に


